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インターバンクの声 （2015 年 3 月 19 日） 
 

注目された米連邦公開市場委員会（FOMC）は、声明から市場で予想されてい

たように『辛抱強く』との文言を削除する一方で、今後数年間の金利見通し

を引き下げた上に、米景気の先行き見通しも下方修正した。声明の内容は予

想から大きく逸脱するものではなかったが、為替は金利と成長率見通しが引

き下げられた部分に強く反応したようで、ドルが大きく売られた。とりわけ

極端な反応を見せたのがドル売り・ユーロ買いの動き。一時的な取引にして

も声明が発表される前の１．０６ドル台前半から４００ポイントも上昇した

１．１０ドル台前半を付けた。少し反応が過剰だったのか、反発上昇した高

値からは２００ポイントほど反落しているが、パリティー（１ユーロ＝１ド

ル）方向を睨んで膨らませていたユーロ売りのポジションを何かあれば傷の

浅いレベルで買い戻す動きが一気に爆発したようだ。ユーロ圏の状況を考え

ればユーロ安の見通しが消える訳ではないが、もう一度ユーロ売りで臨むに

は少しエネルギーが必要になりそうだ。FRBの６月や９月の利上げ開始の可能

性は残ったが、年内の利上げ開始は消えたとする見方も決して少数派ではな

くなったようで、指標結果などを注意深く見つめなければならない相場が続

きそうだ。 
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